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※本報告で掲載している図表の多くは，上記学生が作成してくれたものです．
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研究背景・目的

無信号地点における事故
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★豊橋市における歩行中の死亡・重傷事故の内訳
 (2011-2020)

愛知県および豊橋市における歩行中の死亡・重傷事故のうち，
無信号地点 (横断歩道外も含む) での横断中事故が36%

➡無信号地点における歩行者への
　安全な横断機会の創出が必要不可欠



研究背景・目的

無信号横断歩道
無信号横断歩道は無信号地点での安全な横断機会
を提供するためのデバイスの一つ (のはず)

道交法38条
横断歩道の歩行者優先を義務付け

JAFの調査によれば，
無信号横断歩道における一時停止率は，

● 全国的に，年々改善
● 2022年は全国平均: 39.8%，

愛知県: 55.2%，長野県: 82.9%

　➡愛知県はまだ改善の余地がある
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「JAF，信号機のない横断歩道での歩行者横断時に
おける車の一時停止状況全国調査」より再作成



研究背景・目的
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重点施策として
「道路横断及び自転車の安全確保と交通ルール意識の向上」

無信号横断歩道に関する対策を効果的に進めていくためには，

● 市内無信号横断歩道における歩行者優先実態の把握
● 対策の効果評価

が必要不可欠

JAFの調査は愛知県で2箇所なので不十分

第11次豊橋市交通安全計画 (R03/12)

★交通安全対策のPDCA



研究背景・目的
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本研究の目的
市内の無信号横断歩道における歩行者優先実態の把握や対策効果評価のための手法を検討，実施

　➡対策を効果的に進めていくための資料を提供

具体的には
1) ミクロ視点

a) 市内の無信号横断歩道3箇所を対象に，横断待機者がいる場合の自動車の譲り率を調査
　➡今後，継続的に調査をしていくことを想定

b) 市内の無信号横断歩道1箇所を対象に，横断待機者がいない場合でも，対向車車列があり見通
しが確保できていない状況による自動車の減速挙動などの分析
　➡道交法38条「横断しようとする歩行者等がないことが明らかな場合」でない状況を想定

2) マクロ視点
a) ツイッターデータを用いて，無信号横断歩道についての投稿情報のテキスト分析の試行

　➡全国レベルでの歩行者優先意識の推移を把握する手法の構築を目指して



1-a)
譲り率の調査
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調査対象地点
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過去3年間で横断中事故が発生している箇所から調査環境などを考慮して選定

★調査対象地点 (Google Mapを用いて作成)



横断実験の方法
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調査員
豊橋市安全生活課の男性1名，女性1名で，平均的な身長，上着はグレーまたは暗めな色のものを着用

調査方法
「調査員1名が横断歩道脇に待機し，車両が通過
する，または安全な横断に十分な車間距離が開い
たタイミングで横断する」という手順を繰り返す

調査員は横断歩道に対して直角に立ち，普段の横
断するときと同様に車両を確認する仕草を取る

横断後はそのまま車両から見えない位置まで移動
し，一定時間待機した後，次の手順に移る

以上の様子をビデオカメラで撮影し，調査中に通
過した各車両について，右表に示す条件を取得

取得項目 内容

車頭時刻 車両が横断歩道へ到着した時刻

車両色度 車両の横断歩道通過時の速度

車両種別 普通車，大型車，軽，タクシー，自動二輪，原付

横断者位置 横断者の待機位置が車両の左側

横断者挙手の有無 横断待機時の挙手の有無

譲りの有無 横断者を横断させるための停止もしくは徐行の有無



データ取得用アプリケーション (独自開発)

10★データ取得用アプリケーション



譲り率の算出
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譲り率
P = Y / N

N: 歩行者が待機している際に到着した車両の総数

Y: 停止もしくは徐行により歩行者に「譲り」を行なった車両の数

ただし，歩行者が待機してから1秒以内に停止線を超えた車両は除外



調査結果 〜 豊橋公園前
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★調査結果 (Google Map 航空地図を利用)



調査結果 〜 遠鉄ストア曙店前
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★調査結果 (Google Map 航空地図を利用)



調査結果 〜 時習館高校前
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★調査結果 (Google Map 航空地図を利用)



2段階横断歩道の提案
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★2段階横断歩道の提案



1-b)
横断者の存在が

不確かな場合の

自動車挙動調査
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調査対象地点
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あけぼの幼稚園前の無信号横断歩道
交通量が比較的多く (約350台/時)，かつ信号・踏切によって流れが分断される

★対象交差点 (Google Mapを用いて作成)



調査対象地点
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あけぼの幼稚園前の無信号横断歩道
交通量が比較的多く (約350台/時)，かつ信号・踏切によって流れが分断される

　➡北向きの車線で車列が形成されやすい

　　➡南向きの車両で横断者の存在を確認することが困難

★対象交差点 (Google Mapを用いて作成)



計測方法 (速度計測)
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★速度計測



計測方法 (属性除外)
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★対向車列の有無

★ブレーキランプ点灯の有無



計測方法 (除外)
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★除外



令和4年10月19日 (水) 14時～17時　晴れ

(実際にはクラウドカメラを令和4年10月17日〜11月24日まで設置し，動画取得済み)

取得データ
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データ取得日時・天候

通過台数
1122台 (374台/時）

うち，有効なサンプル

　➡対向車列無:425台　対向車列有: 256台



分析結果 〜 区間別の速度比較
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★分析結果



分析結果 〜 ブレーキランプ点灯率
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★分析結果



分析結果 〜 十分な減速ができているか
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★分析結果



2-a)
ツイッターデータ

分析
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分析に用いたツイッターデータ
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★分析に用いたツイッターデータの内訳

分析に用いたツイート
● 2023年1月9日〜2023年1月18日にツイートされたもの
● 「横断歩道」という言葉が含まれている

　➡抽出された21164ツイートのうち，

○ リツイートでない通常 (オリジナル) のツイート



関連するツイートデータの抽出
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「横断歩道」✕〇〇
横断歩道の歩行者優先に関連するキーワードが含まれているツイートを抽出

★「横断歩道」✕キーワード



関連するツイートデータの抽出
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「横断歩道」✕〇〇✕〇〇
さらに3つ以上のキーワードが含まれているツイートを抽出

★3つ以上のキーワード



関連ツイートの集計分析
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関連ツイートを内容で分類し集計
2つの内容のツイートが多い

● 自動車が譲らない
● 自動車が譲るべき

➡これらの経年変化等をみて
いくことで，全国などマクロ
な視点での横断歩道における
歩行者優先への関心の推移を
みることができる可能性

★内容による分類



おわりに
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本研究において，選定・構築した，

1. 対象地点
2. 調査手法
3. データ取得アプリケーション
4. 分析手法

は，いずれも，今後豊橋市が継続的に，横断歩道における歩行者優先実態の把握，対策効果評価を
行っていく上で，活用可能

ツイッター分析は今回は10日分の投稿データの分析に留まったが，今後はアカデミックライセンスを
用いて過去10年間程度の投稿データを分析することで，横断歩道への関心の経年変化等を見ていくこ
とができる可能性



豊橋交通安全アプリ
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豊橋交通安全アプリへの横断歩道表示機能の実装
研究担当者が安全生活課と連携して開発を進めて
いる市民への交通安全情報提供のためのウェブ
GISアプリ「豊橋交通安全マップ」に，横断歩道
での歩行者優先状況を掲載できる機能（図3）を
新たに実装

今後，調査対象横断歩道についての調査結果等を
掲載していく予定
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